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◆
思
い
を
一
つ
に
し
て
一
歩
を
踏

　

み
出
す
と
き

　

「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

は
、　

世
紀
の
日
本
社
会
を
決
定

２１

す
る
最
重
要
課
題
」
を
掲
げ
た

「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」

が
公
布
さ
れ
た
の
は
１
９
９
９
年

６
月
。
そ
の
１
年
後
に
、
旧
豊
岡

市
で
「
豊
岡
市
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
５
年
、
プ
ラ
ン
は
折
り

返
し
点
に
さ
し
か
か
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
２
０
０
２
年
に
は
兵
庫

県
の
「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
条
例
」
も
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
春
、
１
市
５
町
が

合
併
し
て
、
兵
庫
県
全
体
の
約
８

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
市
域
と
北

近
畿
最
大
級
の
人
口
を
持
つ
新

「
豊
岡
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

今
こ
そ
、
思
い
を
一
つ
に
し
て

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
へ
更
な

る
一
歩
を
踏
み
出
す
時
で
す
。

◆
社
会
的
性
別
に
起
因
す
る
人
権

　

侵
害
は
男
女
に
影
響
を
及
ぼ
す

　
「
基
本
法
」
も
、
県
の
「
条
例
」

も
、
基
本
理
念
の
最
初
に
「
男
女

の
人
権
尊
重
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

わ
ざ
わ
ざ
「
男
女
」
と
強
調
し
て

い
る
の
に
は
理
由
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
日
常
に
は
、
生
物
と
し

て
の
性
別
と
は
別
に
、
社
会
的
に

つ
く
ら
れ
た
性
別
（
ジ
ェ
ン

ダ
ー
）
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
「
男
だ
か
ら
、
女
だ
か
ら
」

と
い
う
枠
組
み
で
、
個
人
の
生
き

方
を
決
め
つ
け
て
し
ま
う
考
え
方

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
資
質
や

能
力
を
尊
重
す
る
前
に
、
社
会
的

性
別
の
枠
組
み
に
は
ま
っ
て
い
る

か
ど
う
か
で
、
そ
の
人
を
評
価
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
枠

組
み
は
、
個
々
の
能
力
の
伸
び
や

か
な
発
展
を
妨
げ
、「
そ
の
人
ら
し

く
生
き
る
」
こ
と
を
阻
ん
で
き
ま

し
た
。
社
会
的
性
別
に
起
因
す
る

人
権
侵
害
は
、
女
性
は
も
ち
ろ
ん
、

男
性
に
も
息
苦
し
い
日
々
を
強
い

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
は
ま
た
、

社
会
そ
の
も
の
を
、
も
ろ
い
も
の

に
し
て
い
ま
す
。

◆
多
色
刷
り
の
「
ま
ち
」
づ
く
り

　

が
鍵

　

多
く
の
課
題
を
抱
え
る
こ
れ
か

ら
の
日
本
を
、
元
気
に
子
孫
に
手

渡
す
に
は
、
男
も
女
も
各
人
が
対

等
な
人
権
を
持
つ
「
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
」
の
人
材
と
し
て
、
自
立
し
連

帯
し
、
モ
ノ
ク
ロ
で
な
く
、
多
色

刷
り
の
「
ま
ち
」
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

「
男
女
共
同
参
画
は
日
本
社
会
の

希
望
」
―
こ
れ
は
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
将
来
像
を
検
討
し
た
国

の
報
告
書
の
標
題
で
す
が
、
そ
の

ま
ま
、
豊
岡
市
に
も
当
て
は
ま
る

大
事
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

男
女
共
同
参
画
は
元
気
な
「
ま
ち
」
の
希
望　
　
　

豊岡市男女共同参画プラン
推進懇話会座長

三輪昌子さん
　
毎日新聞社記者を経てフリー
（生活評論家）に。男女共同参
画、人権、消費経済、高齢化、環
境問題を中心に生活者の立場
から執筆・講演などで活躍中。
兵庫県男女共同参画推進協議
会長などを務める。

豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡市市市市市市市市市市男男男男男男男男男男女女女女女女女女女女共共共共共共共共共共同同同同同同同同同同参参参参参参参参参参画画画画画画画画画画ププププププププププラララララララララランンンンンンンンンンのののののののののの豊岡市男女共同参画プランの
見見見見見見見見見見直直直直直直直直直直しししししししししし作作作作作作作作作作業業業業業業業業業業をををををををををを進進進進進進進進進進めめめめめめめめめめてててててててててていいいいいいいいいいまままままままままますすすすすすすすすす見直し作業を進めています

　豊岡市では、現在、「豊岡市男女共同参画プラン」の見直しを行っています。これは少子高齢
化の急激な進展など大きな社会情勢の変化や、市町合併による市域の拡大などへ対応するため、
平成１２年に旧豊岡市で策定した計画を、新「豊岡市」の実態に即し、より充実した内容に改める
ものです。
　平成１８年６月末の策定を目途に、現在、庁内に策定委員会を設置し、調査・研究を進めるとと
もに、各界各層の代表者からなる「豊岡市男女共同参画プラン推進懇話会」を設置し、専門的な
視点からの提言もいただいています。
　今月号では、懇話会座長の三輪昌子さん（生活評論家）にプラン見直しの考え方についてお聞
きするとともに、今年７月に実施した「男女共同参画社会実現のための市民意識調査」の集計結
果などを紹介します。

女性と男性がお互いを尊重し、
個性と能力を発揮することのできる社会づくりをめざして！

～女性が変わる　男性が変わる～
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男女共同参画社会実現のための市民意識調査

集　計　結　果
　家庭・職場などにおける男女平等に関する市民の意識や実態を把握し、本市の男女共同参画プラン策定の
ための基礎資料とするため、平成１７年７月、「男女共同参画社会実現のための市民意識調査」を実施しました。
　調査は、市内在住の満２０歳以上の男女２，０００人を無作為抽出して郵送により実施。回収数は９４７件（有効回
答数９３８人）で回収率４７．４％（男４３．６％、女５５．６％、無回答０．７％）でした。

　＊ 集計結果はすべて、小数点以下第２位を四捨五入しており、比率の合計が 100.0％にならないことがあります。

男
女
の
役
割
分
担
意
識

●
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と

思
い
ま
す
か
？　
（
グ
ラ
フ
１
）

女
性
は
否
定
的
、
男
性
は
肯
定
的

　

「
そ
う
思
わ
な
い
」
と
回
答
し

た
人
が
全
体
の
７
割
を
超
え
て
い

ま
す
。
性
別
で
は
、
女
性
の
方
が

性
別
役
割
分
担
に
否
定
的
で
あ
る

の
に
対
し
、
男
性
は
肯
定
的
な
考

え
方
が
多
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。
肯
定
的
な
理
由
で
多
い
の
は
、

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
事
・
育
児

に
適
し
て
い
る
」
と
い
う
回
答
で
、

否
定
的
な
理
由
で
多
い
の
は
、

「
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
発
揮
す
れ

ば
よ
く
、
固
定
す
る
必
要
は
な

い
」
と
い
う
回
答
で
す
。

●
家
庭
で
の
男
女
の
役
割
分
担
は
？

家
事
・
育
児
の
現
状
は
「
主
に
女

性
」、
理
想
は
「
男
女
分
担
」

　

現
状（
グ
ラ
フ
２
）で
は
、
「
男

女
と
も
働
き
、
家
事
・
育
児
は
主

に
女
」
と
回
答
し
た
人
が
最
も
多

く
、
約　

％
あ
り
ま
す
。

３６

　

一
方
、
理
想（
グ
ラ
フ
３
）と
し

て
は
、
「
男
女
と
も
働
き
、
家

事
・
育
児
は
男
女
分
担
」
と
回
答

し
た
人
が
最
も
多
く
、
約　

％
あ

５８

り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
男
性
で
は
、
「
男
は

仕
事
、
女
は
家
事
・
育
児
」
や

「
男
女
と
も
働
き
、
家
事
・
育
児

は
主
に
女
」
と
回
答
し
た
人
も
多

く
、
男
性
は
女
性
に
仕
事
と
家
庭

の
両
立
を
求
め
て
い
る
傾
向
が
う

か
が
え
ま
す
。

少

子

化

●
少
子
化
の
原
因
は
？

（
グ
ラ
フ
６
は
次
ペ
ー
ジ
記
載
）

経
済
的
理
由
が
約
７
割　
　
　
　

　
「
教
育
費
な
ど
の
経
済
的
理
由
」

と
回
答
し
た
人
が
全
体
の
約　

％
６９

と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
働
き
な

が
ら
子
育
て
で
き
る
育
児
環
境
の

未
整
備
」
と
回
答
し
た
人
が
約　
５１

％
あ
り
ま
す
。

子

育

て

感

●
子
育
て
に
お
い
て
「
男
の
子
と

女
の
子
を
区
別
し
て
い
る
」
と

感
じ
る
と
き
は
？（
グ
ラ
フ
４
）

「
子
ど
も
の
将
来
」
や
「
家
事
の
手

伝
い
」
の
時

　
「
子
ど
も
の
将
来
」と
回
答
し
た

人
が
約　

％
、「
家
事
の
手
伝
い
」

２３

と
回
答
し
た
人
が　

％
あ
り
ま
す
。

１９

一
方
、「
区
別
し
て
い
る
こ
と
を
感

じ
た
こ
と
が
な
い
」
と
回
答
し
た

人
も
約　

％
あ
り
ま
す
。

２１

●
子
ど
も
を
ど
の
よ
う
に
育
て
る

べ
き
か
？　
　
　
　
（
グ
ラ
フ
５
）

性
別
を
意
識
し
て
子
育
て　
　
　

　

「
あ
る
程
度
は
男
の
子
は
男
ら

し
く
、
女
の
子
は
女
ら
し
く
育
て

る
の
が
よ
い
」
と
回
答
し
た
人
が

６
割
を
超
え
最
も
多
く
、
次
い
で

「
男
の
子
は
男
ら
し
く
、
女
の
子

は
女
ら
し
く
育
て
る
」
と
回
答
し

た
人
が
多
く
、
全
体
の
８
割
程
度

の
人
が
子
育
て
に
お
い
て
性
別
の

役
割
分
担
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

グラフ５

グラフ４

グラフ３ グラフ２

グラフ１

そう思う 
18.4%

そうは思わない 
74.9%

わからない・無回答 
6.8%

男女とも働き、 
家事・育児は男女分担 
　　58.1%　　 

男女とも働き、 
家事・育児は第三者　1.6%　　 

男は仕事、女は 
家事・育児  15.8%

わからない・無回答 
　　　　　9.6%
その他 
4.6% 女は仕事、男は家 

事・育児  0.1%

男女とも働き、 
家事・育児は主 
に女  9.7%

男女とも働き、 
家事・育児は主 
に男  0.4%

男は仕事、 
女は家事・育児 
　22.2%

男は仕事、 
女は家事・育児 
　22.2%

女は仕事、男は家事・育児 
　　　　　　　　 0.5%

男女とも働き、 
家事・育児は主 
に女　35.7%　　 

男女とも働き、家事・育児は 
主に男　0.1%　　 

男女とも働き、家事・ 
育児は男女分担 
  15.4%

男女とも働き、 
家事・育児は 
第三者 
  1.2%

その他 6.3%

わからない・無回答 
18.6%

子どもの 
将来 23.1%

わからない・無回答　15.4%

家事の 
手伝い 
19.0%

学業や成 
績  4.6%

その他  3.0%

門限などの 
生活習慣　14.0% 区別していると感じた 

ことはない　20.9%

男の子は男らしく、 
女の子は女らしく育てる 
　　　　　　  12.2%

わからない・無回答 
5.6%

ある程度は男の子は男らし 
く、女の子は女らしく育てる 
　　　　67.5%

男の子も女の子も 
同じように育てる　12.2%

その他  2.4%

▲女性たちのまちづくり会議「夢ぱ
れっと」の会員の皆さんが作成した
「男女共同参画カルタ」
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女

性

と

仕

事

●
女
性
が
仕
事
を
持
つ
こ
と
に
つ

　

い
て
は
？　
　
　
（
グ
ラ
フ
７
）

子
育
て
後
再
就
職
が
約
６
割　
　

　

「
出
産
・
育
児
時
期
は
仕
事
を

離
れ
、
子
育
て
後
再
就
職
」
と
回

答
し
た
人
が
約　

％
、「
結
婚
や
出

６０

産
後
も
仕
事
を
持
ち
続
け
る
の
が

よ
い
」
と
回
答
し
た
人
が
約　

％
２３

あ
り
ま
す
。

●
女
性
の
就
労
促
進
策
に
つ
い
て
？

　
　
　
　
　
　
　
　
（
グ
ラ
フ
８
）

夫
や
家
族
の
理
解
・
協
力
が
約
７
割

　
「
夫
や
家
族
の
理
解
・
協
力
」　
６８

％
、「
再
雇
用
制
度
の
導
入
・
普
及
」

約　

％
、「
育
児
環
境
の
整
備
・
充

３８
実
」
約　

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３５

年
代
別
で
は
、　

歳
代
で
は
「
出

２０

産
・
育
児
休
暇
の
充
実
」、　

・　
３０

５０

歳
代
で
は「
再
雇
用
制
度
の
導
入
・

普
及
」、　

・　

歳
代
で
は
「
育
児

４０

６０

環
境
の
整
備
・
充
実
」「
再
雇
用
制

度
の
導
入
・
普
及
」
と
回
答
し
た

人
が
多
い
で
す
。

男

女

の

人

権

●
男
も
つ
ら
い
と
感
じ
る
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
か
？　
（
グ
ラ
フ
９
）

男
性
の
人
権
も
考
え
る
必
要
あ
り

　

「
あ
る
」
と
回
答
し
た
人
が
全

体
の
６
割
を
超
え
て
い
ま
す
。
そ

の
理
由
は
、
「
男
だ
か
ら
と
が
ん

ば
る
こ
と
を
強
要
さ
れ
る
」
「
仕

事
の
責
任
が
大
き
い
、
仕
事
が
で

き
て
当
た
り
前
だ
と
言
わ
れ
る
」

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

68.5%
50.5%

31.3%
29.9%

18.5%
14.9%

6.1%

5.9%
4.6%

68.5%
50.5%

31.3%
29.9%

18.5%
14.9%

6.1%

5.9%
4.6%

子どもの教育費負担など、経 
済的理由 

働きながら子育てできる育児 
環境の未整備 

晩婚化による初産年齢の上昇 

仕事・趣味やレジャーと子育 
てが両立しない 

育児に自信が持てないなどの 
心理的・肉体的負担感 

家事・育児を女性の役割とす 
る意識 

家が狭いなど、住宅環境 

その他 

わからない・無回答 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
68.0%

38.1%
34.8%

27.9%
27.0%

18.4%
13.4%
10.3%
9.8%

4.8%

1.3%
1.2%

68.0%
38.1%
34.8%

27.9%
27.0%

18.4%
13.4%
10.3%
9.8%

4.8%

1.3%
1.2%

夫や家族の理解・協力 
労働時間の短縮 
再雇用制度の導入・普及 
介護休暇制度の充実 
育児環境の整備・充実 
労働条件面での男女差の 
是正 

高齢者介護サービス・福祉 
施設の整備・充実 
女性自身の自覚と能力の向上 
出産・育児休暇制度の充実 
特に必要なことはない 
その他 
わからない・無回答 

結婚や出産後も仕事 
を持ちつづけるのがよい 
　　　　　22.8%

結婚や出産後も仕事 
を持ちつづけるのがよい 
　　　　　22.8%

出産・育児時期は仕事を 
離れ、子育て後再就職 
　　　　59.6%

わからない・無回答 5.9%
その他 3.4%

女性は仕事を持たないほう 
がよい 1.4%

結婚・出産で仕 
事をやめ、あとは 
家事・育児に 
専念 7.0%

グラフ７ グラフ６

グラフ８

ある 
65.0%

ない 
20.3%

無回答 
14.7%

グラフ９

▲男女共同参画社会の実現に向けて１１月から市内
６会場でセミナーを実施

男女共同参画社会とは？

　「男女共同参画社会」とは、「女性も男性も互い
にその人権を尊重しあい、意思決定を含む対等な
社会参加が保障され、性別にかかわらずその個性
と能力を平等に発揮できる社会」です。
　１９９９年６月、国会で成立した「男女共同参画社
会基本法」には男女共同参画社会をつくっていく
ための基本理念として、次の５本の柱が掲げられ
ています。

①男女の人権の尊重
　男女の個人としての尊厳を大切にしましょう。
男女の差別をなくし、「男」、「女」である以前に一
人の人間として、能力を発揮できる機会を確保し
ていきましょう。
②社会における制度または慣行についての配慮
　固定的な役割分担意識にとらわれず、男女がさ
まざまな活動ができるよう、社会の制度や慣行の
あり方を考えていきましょう。
③政策等の立案および決定への共同参画
　男女が社会の対等なパートナーとして、いろい
ろな方針の決定に参画できるようにしましょう。
④家庭生活における活動と他の活動の両立
　男女はともに家族の構成員。お互いに協力し、
家族としての役割を果たしながら、仕事や学習、
地域活動ができるようにしましょう。
⑤国際的協調
　男女共同参画社会づくりのために、国際社会と
ともに歩むことも大切です。他の国々や国際機関
とも相互に協力して取り組んでいきましょう。



15 広報とよおか　2006.1.1

「
妻
子
を
養
う
の
は
男
の
責
任
で

あ
る
と
言
わ
れ
る
」
の
順
に
回
答

が
多
く
、
男
性
の
人
権
も
尊
重
さ

れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
と
い
う

結
果
も
表
れ
て
い
ま
す
。

●
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

　

に
は
？　
　
　
　
（
グ
ラ
フ　

）
１０

人
権
侵
害
の
社
会
的
認
識
を
高
め
る

　

調
査
で
は
、
配
偶
者
な
ど
か
ら

の
性
的
虐
待
の
有
無
に
つ
い
て
も

質
問
し
ま
し
た
。「
あ
っ
た
」
と
回

答
し
た
人
で
、
最
も
多
か
っ
た
虐

待
は
「
大
声
で
ど
な
ら
れ
る
」
で
、

次
い
で
「
何
を
言
っ
て
も
無
視
さ

れ
続
け
る
」「
交
友
関
係
や
電
話
を

細
か
く
監
視
さ
れ
る
」
で
す
。

　

ま
た
、「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
」

の
質
問
に
は
、「
暴
力
は
人
権
侵
害

だ
と
い
う
、
社
会
的
な
認
識
を
高

め
る
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で

「
犯
罪
と
し
て
も
っ
と
厳
し
く
取

り
締
ま
る
」「
子
ど
も
の
と
き
か
ら
、

男
女
平
等
や
性
に
関
す
る
教
育
を

充
実
す
る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

●
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
市
が
力
を
入
れ
る
べ

き
こ
と
は
？　
　
（
グ
ラ
フ　

）
１１

「
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」と「
女

性
の
積
極
的
な
登
用
」
を

　

「
保
育
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
、
高

齢
者
施
設
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
」
と
回
答
し
た
人
が　

％
で
最

４６

も
多
く
、
次
い
で
「
政
策
・
方
針

決
定
の
場
に
積
極
的
に
女
性
を
登

用
す
る
」
と
回
答
し
た
人
が
約　
４１

％
で
す
。
性
別
で
見
る
と
、
男
性

は
「
政
策
・
方
針
決
定
の
場
に
積

極
的
に
女
性
を
登
用
す
る
」
、
女

性
は
「
保
育
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
、

高
齢
者
施
設
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合
が

最
も
高
い
で
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
係

　

�　

－

１
１
１
１

２３

44.9%

24.0%
32.9%

11.1%
10.2%

37.5%

22.4%

11.2%
13.2%

2.2%
13.6%

44.9%

24.0%
32.9%

11.1%
10.2%

37.5%

22.4%

11.2%
13.2%

2.2%
13.6%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女性に対する暴力は人権 
侵害だという、社会的な認 
識を高める 
犯罪としてもっと厳しくとりし 
まる 
子どものときから、男女平 
等や性に関する教育を充 
実する 
男性優位の価値観を改める 
被害女性のための相談機関 
や保護施設を充実する 

相談や支援に関する情報提 
供をすすめる 
加害者に対するカウンセリン 
グなどの対策を充実する 
女性が経済的に自立する 
「配偶者からの暴力防止法」 
や「ストーカー規制法」などを 
十分に知らせる 
その他 
無回答 

グラフ１０

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
46.0%

41.1%
28.8%

25.4%
22.3%

18.0%
14.3%

11.9%

6.7%
1.8%
1.7%

46.0%
41.1%

28.8%
25.4%
22.3%

18.0%
14.3%

11.9%

6.7%
1.8%
1.7%

保育施設・サービス、高齢者 
等施設・介護サービスの充実 
女性を政策・方針決定の場に 
積極的に登用する 
女性の就労機会の創出、職業 
教育・訓練の充実 
職場における均等な待遇につ 
いて周知徹底する 
各種団体の女性リーダーを養 
成する 

情報提供、交流、相談、教育の 
活動拠点の整備 
学校における男女平等・性につ 
いての教育の充実 
男女の平等と相互理解・協力に 
ついてのＰＲ 
特に対策の必要はない 
その他 
わからない・無回答 

グラフ１１

▲市総合計画審議会や市行政改革委員会で
は、積極的に女性の登用を図っている

◆◆◆　私が思う「男女共同参画社会」◆◆◆
　持っている豊かな個性をお
互いに認め合い、みんなが生
き生きと生活できる地域社会
づくりを目指したいですね。
地道な活動の中から、地域が
見え、新しい文化が芽生えて
くると確信します。
（夢ぱれっと 川見祐枝さん）

　総合学習の時間に弁当作り
に挑戦しました。初めて作っ
たほうれん草の胡麻和えの味
が濃くなってしまうなど、お
母さんの苦労が身にしみまし
た。結婚したら、家事、子育
てを分担してやっていければ
と思います。
（森本中3年　田中　 瞭 さん）

りょう

　男性保育士はまだ少なく珍
しいですが、子どもが大好き
な気持ちは男も女も同じです。
性別に関係なく、お互いのよ
いところを出し合い、みんなで
助け合いながら保育できる環
境づくりが大切だと思います。
（合橋保育園保育士
　　　　　　松田裕也さん）
　男性の皆さん、男性らしく
人に優しく生きていますか？
女性の皆さん、女性らしくた
くましく生きていますか？「男女
共同参画社会」という言葉が
当たり前になり、必要のない
時代になればいいと思います。
（イーブンネットたじま
　　　　　　上田直子さん）


